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報道関係者各位
プレスリリース
2013年10月1日

特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
[image: image1.jpg]第２次学資支援、３１人に支給を決定

当基金は６月から募集をしてきた第２次学資支援の応募を９月１４日に締め切ったところ、３１人の応募者がありました。当基金の選定委員会（委員長・渡邊剛副理事長）で審査した結果、全員を推薦するとの報告が理事会にあり、これを受けて、理事会で財政状況などを勘案しながら審議した結果、３１人の応募者全員に学資支援を支給することを決定しました。１０月分から支給を開始します。
今回の募集は、２０１１年６月の第1次募集時に未就学だった小学1年生と同２年生を対象にしたもので、第1次と同様に、岩手、宮城、福島の県教委及び仙台市教委を通じて、各学校に募集を知らせ、学校長からの所見を添えて、応募していただくことにしました。また、応募に当たっては、「ゆめ」と題したこども自身の作文または絵を付けていただくようにしました。
当基金の学資支援は、一般の個人や企業・団体からの寄付金をもとに、東日本大震災で親をなくした小学生から高校生までに月２万円を高校卒業まで支給するものです。当基金への寄付総額は９月現在、約２億２９００万円で、今回の決定で、支援する児童・生徒の総数は１６１人（うち３５人は高校を卒業）となり、全員が高校を卒業するまでの支給見込み額は約２億２８００万円になります。支給金額だけを見ると、２００万円の余剰がありますが、送金手数料が毎年度２０万円程度かかるため、現状のままでは不足が生じることになります。当基金は今後も募金活動を継続します。
なお、今回の応募に付けられた作文と絵は、名前などを伏せたうえで、近く当基金のＨＰ上で紹介する予定です。
問い合わせは、
０２２－３９７－８８５６（基金事務所）
０９０－５５８１－９７４６（高成田享理事長携帯）
toru@takanarita.com
までお願いします。
〔プレスリリースに関するお問い合わせ〕
特定非営利活動法人　東日本大震災こども未来基金
〒980-0804　仙台市青葉区大町2-3-12-902 
電話：022-397-8856 Fax:022-397-8630

e-mail: info@mirai-kikin.com  http://mirai-kikin.com

事務局長・阿部恭子　

理事長・高成田享（090-5581-9746)

